
雑学書庫 知識を読み、長く手元に

雑学書庫 - 記事 PDF 1 / 1

雑学書庫 知識の記録

余った食べ物を足りない食卓へ、フードバンク
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大型スーパーの倉庫の片隅には、外装が少しへこんでいたり、賞味期限が数日しか残っていなかったり
して、売り場に並べられなかった食品がよく積み上がっています。食べるには何の問題もないのに、売
るのは難しい食べ物です。同じ町のどこかには、次の食事を心配している隣人がいます。余った食べ物
と足りない食卓をつなぐ橋、それが「フードバンク（Food Bank）」です。 フードバンクとは、簡単に
言えば「食べられるのに売りにくくなった食品の寄付を受けて蓄えておき、食事に困っている人や福祉
施設に分け与える機関であり制度」を意味します。お金の代わりに食べ物を預けたり引き出したりする
銀行という意味から、この名前が付きました。 この記事では、フードバンクが初めて生まれたいきさつ
から運営の仕組み、韓国の制度、そしてそれに伴う悩みまで、順に見ていきます。 余った食べ物を足り
ない食卓へ、フードバンクの仕組みと課題 フードバンクはどのように始まったのか？ 世界初のフード
バンクは、1967年にアメリカ・アリゾナ州フェニックスで開設されたセント・メアリーズ・フードバン
クです。無料の食堂でボランティアをしていたジョン・ヴァン・ヘンゲル（John van Hengel）は、10人
の子どもを育てるある母親から思いがけない話を聞きました。食料品店の裏に捨てられる食べ物だけで
も子どもたちを養えるというのです。彼女がその食べ物の山を指


